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開会宣告（午前１０時０１分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（高橋利勝） ただいまから、平成３１年第２回本別町議会臨時会を開会します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（高橋利勝） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（高橋利勝） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行ないます。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、黒山久男議員、山西二三夫議

員、及び大住啓一議員を指名します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（高橋利勝） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日１日間と決定しました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（高橋利勝） 日程第３ 諸般の報告を行ないます。 

 報告第４号平成３１年度本別町一般会計補正予算（第１回）について報告を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 報告第４号専決処分報告。 

 平成３１年度本別町一般会計補正予算（第１回）について、地方自治法第１８０条第１

項の規定により専決処分したので同条第２項の規定により報告いたします。 

 予算書の１ページをお開きください。  

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４万３,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６９億３,１２８万７,０００円とする内容であります。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

１、歳入でありますが、１７款１項１目寄付金１節総務費寄付金４万３,０００円の増額

補正は、スポーツ振興基金指定寄付金として、本別ゴルフ同好会会長、○○○○様

からの寄付金でございます。 
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 次の、２、歳出でありますが、２款総務費１項総務管理費１４目基金費２５節積立金４

万３,０００円の増額補正は、寄付者の意向によりスポーツ振興基金に積み立てるものであ

ります。 

 以上、簡単でありますが、専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） 次に、報告第５号平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計補

正予算（第１回）について報告を求めます。 

 藤野病院事務長。 

○国保病院事務長（藤野和幸） 報告第５号専決処分報告。 

 平成３１年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１回）について、地方自治

法第１８０条第１項の規定により専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定により

報告いたします。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 補正の内容は、第２条資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもので、収入

では、第１款資本的収入第７項寄付金を５万円増額補正し、資本的収入の総額を６,２３６

万９,０００円とするものであります。内容は、本別町にお住まいの匿名の方から５万円の

寄付金を受け入れたものでございます。 

 支出では、第１款資本的支出第３項投資を５万円増額補正し、資本的支出の総額は９,９

４６万２,０００円となりますが、寄付者の意向により医療施設等整備基金に積み立てるこ

とといたしました。 

 ２ページ以降の補正予算実施計画及び補正予算説明書につきましては、説明を省略させ

ていただきます。 

 以上、専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） これで、報告済みとします。 

 次に、監査委員から平成３１年２月分に関する例月出納検査結果報告書の提出がありま

した。 

 その写しをお手元に配布しておきましたので御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第３１号 

○議長（高橋利勝） 日程第４ 議案第３１号平成３１年度本別町一般会計補正予算（第

２回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 議案第３１号平成３１年度本別町一般会計補正予算（第２回）

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、消費税率引き上げに伴う低所得者等への影響緩和対策等に係るプレミア
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ム付商品券事業の実施、介護サービス事業特別会計繰出金の増額補正が主なものとなって

おります。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

第１条、 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,２５７万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６９億４,３８５万７,０００円とする内容であ

ります。 

 それでは、歳出から事項別明細書により御説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 ２、歳出ですが、２款総務費１項総務管理費８目企画費、補正額１,１５１万５,０００

円の増額補正は、プレミアム付商品券事業の実施に伴うものでありますが、１１節需要費、

各種事業用消耗品費２９万７,０００円は、コピー用紙、印刷機用のインクを購入するもの

で、その下、広報用印刷製本費１１万１,０００円は、事業の周知、申請案内、引き換え、

販売の案内等を行なうため、町広報への掲載６回分を計上するものであります。 

 その下、１２節役務費８４万円の増額補正は、制度の案内、商品券の引換券を送付する

ための郵便料を計上するものであります。 

 次の１３節委託料１,０１４万６,０００円の増額補正は、本別町商工会へ商品券の発行

業務を委託するもので、商品券の発行は１,７００人を見込んでおります。 

 その下、１４節使用料及び賃借料１２万１,０００円の増額補正は、システム用パソコン

のリース代を計上するものであります。 

 次の段にあります、１４目基金費２５節積立金５７万７,０００円の増額補正は、歳入歳

出差額分を財政調整基金に積み立て調整するものであります。 

 下段の３款民生費２項老人福祉費３目介護保険費２８節繰出金、介護サービス事業特別

会計繰出金４７万円の増額補正は、特別養護老人ホームのガスオーブン更新に伴い調整す

るものであります。 

 下段の３項児童福祉費２目児童福祉施設費１３節委託料８,０００円の増額補正は、健康

診断の受診者数が１人増となったことによるものであります。 

 以上で歳出を終わりまして、３ページ、４ページにお戻りください。 

１、歳入ですが、１４款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫補助金１節総務費補

助金１,２５７万円の増額補正は、歳出で説明いたしましたプレミアム付商品券事業

の実施に伴う事務費及びプレミアム補助分が交付されるものであります。 

 以上、平成３１年度本別町一般会計補正予算（第２回）の提案説明にかえさせていただ

きます。よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は歳入歳出一括とします。 

 柏崎議員。 
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○２番（柏崎秀行） プレミアム付商品券なのですけれども、商工会と協議してやってい

くものだとは思うのですけれども、同じ月に商工会のほうもプレミアム商品券、発行する

と思うのです。町民に関して、混乱しちゃうかなと思うのですけれども、低所得者向けの

プレミアム商品券ということで、どういった協議されていますか。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 柏崎議員の御質問にお答えいたします。 

 柏崎議員おっしゃられたように、プレミアム商品券につきましては、商工会がこれまで

販促事業として取り組まれてきた経過がございます。今回は消費税対策ということで、国

の事業による商品券発行事業でございまして、平行しまして商工会のプレミアム商品事業

も同時に行なわれるということでございます。したがいまして、こちらの消費税対策はも

ちろんそうなのですが、これまでの経済対策、あるいは買い物支援というか、そういった

部分も同時にありますので、そこの住み分けといいますか、そういった部分については商

工会とも協議しているところでございます。 

 例えば発行時期、あるいは商工会の販売時期や何かもですね、混乱のないようにすると

いうことがまずひとつ大事なことと、それからやはり今御心配にありました、一般の方々

がこれまで買っていたプレミアム商品券の買いやすさ、あるいは混乱がしないようなやり

方をどうするかというところは今協議しているところでございます。具体的には、国費で

やります、この今回の補正の部分については、あくまでも１０月１日からの使用というこ

とになりますので、そこは明確な使用時期が決まっております。ただ、商工会のプレミア

ム商品券につきましては、これまで１０月の中旬くらいという発行でございましたけれど

も、そこをですね、どの時期にするか、あるいは終わりの時期をどういうふうにするかだ

とか、もうひとつは間違いないように個店が混乱しないように、券の色をかえるだとか、

そういったところも工夫しながら、２つの施策が干渉し合わないように、それぞれ効果が

発揮できるような方策を詰めていきたいというふうに考えているところでございます。以

上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

 大住議員。 

○６番（大住啓一） プレミアム商品券ということで、１,２００万円ほどの補正予算でご

ざいます。今、細かく１０月以降ということでのお話がありましたが、このプレミアム率

はいくらなのか。２０パーセントなのか、１０パーセントなのか。 

 それと、先ほど説明で１,７００人対象ということでございますが、このまま行きますと

国のほうで消費税増税は避けて通れないということでございますから、１,７００人分とい

うことになると、言葉悪く言えば、一定の人が買ってしまうと、なかなか普通の人といい

ますかね、消費者の方々に行き届かないことがあるのではないかと。これは歳入でプレミ

アム商品券事業補助金ということですから、国の一発補助でございますけれども、これは

町独自で考えていくというような発想が私はある程度必要でないかなと思うのですが。そ
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の辺も含めて、２点ほどになると思いますが、プレミアム率と、町単独費で行なう考え方

が、これから補正もあるとすれば組めばいいことですから、その辺の考え方の２点ほどに

なりますか、それをお伺いします。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 大住議員の御質問にお答えいたします。 

 まず１点目のプレミアム率でございますけれども、国費のほうで進められる部分につい

ては、２５パーセント増しということになります。基本的には発行が２万円で御購入いた

だいて、使える額といたしましては２万５,０００円分ということになってございます。 

 それから２点目の購入の関係でございますけれども、国費で進められる、この消費税対

策の部分につきましては、この対象者が２つ決まってございます。１つは子育て世代、３

歳までのお子様の家庭とですね、それから住民税の非課税世帯ということになってござい

ます。したがいまして、今回予算計上させていただいた部分については、引き換えの対象

を限定してございますので、国費の部分の施策については、御購入希望される方が買えな

いということはない数量を確保してございます。ということで、先ほど商工会がこれまで

やっている施策の部分とは住み分けしながら対応していきたいというふうに考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） そういう大事なことはですね、事前に我々にも周知いただければ、

もうちょっとこう違う質問の仕方もあるのですけれども、２５パーセントのプレミアム率

で、子育て世代にある程度限定するということでございますから、町民の方々はここで補

正予算を組んでも、さっぱりわからないのではないかと思うのですね。その辺どうしてそ

の行政執行するにあたって、４月の１日、年度変わりの広報だとかそういうところで、今

回まだ予算が通ってないからできなかったと言えばそれまでですけれども、その辺を子育

て世代だとかいろいろな部分で、悪い施策ではない、いいほうの施策だと思うのですけれ

ども、その辺ですね、子育て世代だとか社会的にちょっと大変な世代の方々に２５パーセ

ントのプレミアム率で、商工会と連携してやって行くということであれば、それはかなり

進んだ中で町民の皆ｋに周知してやって行くべきだと思うのですが、その辺どんなもんで

しょうか。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 大住議員の御質問にお答えいたします。議員おっしゃられ

るように、せっかくの制度でございますので、しっかり町民の皆さまに御理解していただ

くことが大事だというふうに私も思っております。今回補正で計上させていただきました

印刷製本費に係る部分で、広報でのもちろん周知もございますし、今回早速５月１５日号

のかけはしで、この制度の部分、国費でやられる部分のお知らせを始めたい、それから言

われるように、今予定では６回その部分を説明させていただきたいといいますか、広報で

掲載させていただくのと合わせて、それぞれ子育て世代の方にわかるように、そういった
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関係施設へのポスターの掲示であったり、あるいは自治会長の皆さまにお知らせするだと

か、いろいろな方法でこの制度の周知、ＰＲを図ってまいりたいというふうに考えており

ますので、よろしく御理解いただきたいと思います。以上です。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） それで理解はいたしますけれども、５月１５日でも６月１日でもい

いのですけれども、町民の方々が見ていただく中身で周知していただければと思います。

これが仮に相当の数で、評判が良かったと、先ほどの質問ともリンクするのですが、新た

に８月、７月段階で、６月定例でも、そのときに予算を町独自でプラスしていくような考

え方が、先ほどの聞いて明快な答弁がなかったように記憶しているのですが、その辺再度

確認させてください。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 大住議員の御質問にお答えいたします。平成３１年度につ

きましては、今回補正予算でこの度計上させていただきました、この当該事業と、それか

らこれまで１２回取り組んでまいりました、商工会が取り組まれていましたプレミアム商

品券の発行事業、これことし２本立てでやっていくこととなっております。 

 大住議員ありました、評価のほうでございますけれども、今年度に関してはこういった

形で取り進められるものですから、むしろ国のプレミアム率と商工会が進めていますプレ

ミアム率が違いますので、そういった部分での混乱がないようにということは先ほども答

弁させていただきましたけれども、今後評価といった部分については、いろいろとまだ検

討する余地はあるかと思いますが、今年度に限っては、そういった部分ではこの予算のま

まで、今の段階では進めてまいりたいというふうに考えております。次年度以降について

は恐らく、国費の施策については、これはどうなるかというのは、ちょっとまだ現段階で

はわかりかねますので答弁はできませんけれども、いずれにしても商工会のこれまでの施

策事業とはまた別の考え方というふうになろうかと思いますので、よろしく御理解いただ

ければと思います。 

 今の段階では答えられないといいますか、計上する予定は考えておりません。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） １３節の業務委託料で１,０１４万６,０００円ということで、こ

のプレミアム付商品券の業務ということなのですけれども、業務の中身をもう少し詳しく、

こういうことにこれくらい、例えばプレミアム分の５,０００円分ですか、これもこの中に

含まれているのかなというふうに思うのですけれども、業務という中身について、概要で

結構ですから、どれくらいの予算でどれくらいかかる、多分５,０００円分も入っています

よね。その辺をちょっと、もう一度伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 阿保議員の御質問にお答えいたします。阿保議員お見込み
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のとおり、この委託料の中にはプレミアム分の２５パーセント割り増しの部分を計上して

ございます。その大きなものでございますけれども、１,７００名分のプレミアム分５,０

００円をかけたものが８５０万円になります。これが一番、委託料の中で大きな数字とな

ってございます。 

 そのほか、当然お店で使われたあと商品券が集まって来て、それを換金しなければなり

ませんので、これらに係る販売の振込手数料、それからそれぞれ商工会さんにはそういっ

た部分の手間をお願いすることになりますので、そういった部分の手数料で、約でござい

ますけれども４０万円程度、振込手数料と換金手数料等をそこで計上しております。 

 また、当然その販売や何かに、手間をかけていただくことになりますし、そのもうひと

つ大きなものとしては商品券を印刷、作成していただく部分、これが９２万円程度という

ことになっております。こういったものを合わせましての委託料総額となっているところ

でございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 子育て世代と住民税非課税世帯に２万円で購入いただいて、２万

５,０００円の買い物ができるという中身で、今までの商工会の商品券発行と内容的には同

じかなというように思うのですけれども、想像するに子育て世代もそうだと思うのですけ

れども、住民税非課税世帯の方が基本的に２万円を消費するということですよね。もちろ

ん年間通じて２万円の消費は当然行なうのでしょうけれども、時期的に考えたときに、１

０月ということになればお歳暮とかという話になるのか、それとも３月、４月になれば入

卒の時期というようなことで、実際に非常に高いプレミアム率だということは理解される

と思うのですけれども、実際に使われるかどうかというあたりは、なかなかちょっと難し

いのではないかなというふうに私は感じているのですけれども、その辺について議論何か

あれば伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 阿保議員の御質問にお答えいたします。今回のプレミアム

商品券でございますけれども、分割購入も可能というふうに国のほうから示されておりま

す。基本的には５回まで分けても構わないということでございまして、４,０００円で５回、

そうなりますと４,０００円の御購入で５,０００円の商品券ということになりまして、そ

ういった形でその期間中対応させていただきながら、この制度の運用を図ってまいりたい

というふうに考えております。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 
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 これで討論を終わります。 

 これから、議案第３１号平成３１年度本別町一般会計補正予算（第２回）についてを採

決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３１号平成３１年度本別町一般会計補正予算（第２回）については、

原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第３２号 

○議長（高橋利勝） 日程第５ 議案第３２号平成３１年度本別町介護サービス事業特別

会計補正予算（第１回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井戸川老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（井戸川一美） 議案第３２号平成３１年度本別町介護サービス事業特

別会計補正予算（第１回）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、利用者の食事をつくる備品のガスオーブンが経年劣化により故障したた

め、更新を図ることによる増額補正でございます。 

 それでは、予算書の１ページをお開き願います。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４７万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２億９,３７２万７,０００円とするものであります。 

 それでは事項別明細書により説明をさせていただきます。 

 ３ページ、４ページをお開き願います。 

 下段の２、歳出でありますが、１款介護サービス事業費１項１目施設介護サービス事業

費１８節備品購入費、施設等備品、ガスオーブンですが、現在あるものは昭和５５年に購

入したものでございまして、購入してから３９年経過をしているものでございます。その

ガスオーブンが全体的には古く見えるのですけれども、特に配管部分の劣化が激しいとこ

ろでございまして、本年の３月に、ガス警報器が鳴ったのではなくて、たまたま通りかか

った職員が何かガス臭いなということで、ガス漏れが発生しておりました。それで、地元

の業者に緊急対応をしたところでございますけれども、その後専門業者に来ていただきま

して、実際に見ていただきますと、協議の結果、配管等の備品が相当古く、交換部品が今

現在製造されていないということが判明してございまして、修繕を断念せざるを得なくな

り、将来的な利用人数等を勘案する中から、現在より一回り小さいものを選定し、更新を

図るものでございます。 
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 上段の１、歳入でありますが、４款繰入金１項他会計繰入金１目１節一般会計繰入金４

７万円の増額は、歳出で説明させていただきました備品購入のため補填するものでござい

ます。 

 以上で、平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１回）の提案説明

とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は歳入歳出一括とします。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 今ちょっと驚きを持って聞きました、昭和５５年のが現役で活躍

していたということは、それはそれでいいのですけれども、配管部分の劣化によるガス漏

れではないかというようなことで、部品交換がないということで新しく買い替える、その

こと自体はそれはそれでいいと思うのですけれども、これ一歩間違えたら火事とかになっ

ている可能性があるのではないかなということで、ちょっと伺ってて、家庭でも確かガス

何かは何年間かな、定期的に点検されているのですけれども、こういう施設のものも同じ

ような安全点検というのはされて来てると思うのですけれども、そういう中で昭和５５年

から使っているという機械は、それはそれで大事に使っているということはいいことだと

思うのですけれども、今の話聞くと、もう紙一重だったのではないかなという気がするも

のですから、その辺どうなっていたのかなということが一つ伺いたいことです。 

 それから一回り小さい機器にするということで、実際の仕事に与える影響というのは出

てくるのかなと、多分想像するに何食か分を同時に調理するようなイメージじゃないかな

と思うのですけれども、その辺で多少、調理の準備の効率に影響があるのかどうなのか、

その辺の判断について伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 井戸川老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（井戸川一美） 阿保議員の質問にお答えさせていただきます。１点目

のガス漏れの関係でございますが、年間数回、地元の業者で定期的に点検をさせていただ

いてございます。定期点検の報告書もいただきながら、大丈夫だということでこれまで使

って来てございます。 

 それともう１点の、小さいことによる影響でございますけれども、このガスオーブンを

買ったときにはですね、養護老人ホームの入所定員が５０名で、５０名満床で入っており

ます。今現在、特養も５０床の定員で５０床入っております。それで対応して来たわけな

のですけれど、今現在養護老人ホームは平成３１年度をもって閉鎖をするということでご

ざいまして、今現在の入所している実入所者につきましては５名ということで、今、特養

の定員５０名のうちの５０人満床、ショートステイが５人、養護老人ホームの５人、６０

名ということで、一回り小さくしたガスオーブンでも十分対応できるというふうに考えて

ございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 
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○１０番（阿保静夫） 点検の関係ですが、地元の業者にまいとし点検していただいてい

るということで、もう少し経過というか、ガス漏れがあったということですよね、さっき

の報告だとね。それが、まいとしの点検で、業者の責任とかそういうことではなくて、ど

ういうことでこういうふうになったのかというところが、ちょっと今ひとつ腑に落ちない

のです。そこの部分が、点検箇所じゃないところで、そういう劣化が起こっていたという

ことなのか、それとも点検している箇所で見落としがあったということなのか、その辺り

なのですね。ガス器具のイメージであれば、ガスボンベから配管があって、パイプとかホ

ースがあって、機器に繋がっているというイメージなのですけれども、機器の中に入って

からということになると、なかなかそれは点検作業ではわからない部分は出て来るかもし

れませんけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 井戸川老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（井戸川一美） お答えをさせていただきます。地元の業者さんに定期

点検されているのは全体的に見させていただくのですけれども、今回ガス漏れが発生して

いるのではないかという配管につきましては、地面に一番近い所の、あまり見えづらい所

の配管だったものですから、なかなか業者さんでもわからなかったのかなというふうに考

えておりますけれども、今後はその辺も含めてきちっと点検をしていただくように、業者

さんにもお話しをさせていただきたいなというふうに思っております。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 最後です。地面の近い所ということで、外の配管ということなの

ですね。（「中です。」という声あり）中の地面に近い所の配管ということで、それは例えば

一般の家庭でいうと、うちはよくゴムホース取り替えますけれどもね、何年たったのでそ

ろそろ取り替えましょうみたいなことを言われて取り替えるのだけれども、地面に近い所

の関係の配管というのは、そういうのってなかったのでしょうか。それだけ最後伺いたい

と思います。 

○議長（高橋利勝） 井戸川老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（井戸川一美） 私も実際に厨房に入って見させていただきましたけれ

ども、本当に地面にすれすれな所の、配管の集中している所の一部が漏れていたのではな

いかということだったのです。それで急遽地元の業者さんに来ていただいて応急処置をさ

せていただきましたけれども、この辺につきましても調理の職員、実際につくっている職

員ですね、その辺についても定期的に今後見させていただきながら、気を付けて行きたい

なというふうに考えておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第３２号平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１

回）についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３２号平成３１年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１回）については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第３３号 

○議長（高橋利勝） 日程第６ 議案第３３号本別町税条例等の一部改正についてを議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 議案第３３号本別町税条例等の一部改正について提案内容の御

説明を申し上げます。 

 はじめに、改正の概要について御説明いたします。 

 今回の改正は、地方税法の改正を受けて行なうものでございます。 

 改正文の１行目の第３４条の７第１項中の改正につきましては、特例控除額の措置対象

を特例控除対象寄附金とする文言の整備で、平成３１年６月１日から施行されます。 

５行目の附則第７条の３の２第１項中の改正は、住宅借入金特別控除に係る特別特定取得

をした場合の控除対象期間を平成４３年度から平成４５年度の２年延期する改正と住宅借

入金特別税額控除に係る申告要件の廃止の改正でございます。 

 ９行目の附則第７条の４中から下から４行目の附則第９条の２中の改正は、寄附金税額

控除における特例控除額の特例等の文言の整備で、平成３１年６月１日から施行されます。 

 下から３行目の附則第１０条の２第４項中の改正は、地方税法の改正に伴い整備したも

のでございます。 

 次ページの１４行目の附則第１０条の３第１２項の改正は、条ずれによるもの及び政令

改正等の改正でございます。 

 ２４行目の６項法附則第１５条の８の改正は、高規格堤防の整備に伴う建替家屋に係る

税額措置の適用を受けようとする者がすべき申告について規定の整備をしたものでござい

ます。 

 下から５行目の平成２８年熊本地震に係る固定資産税の特例の改正は、平成２８年熊本

地震に係る固定資産税の特例の適用を受けようとする者がすべき申告等について規定の整
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備をしたものでございます。 

 ２ページ後の６行目の附則第１６条第１項中から次ページ２行目の附則第１６条の２第

１項中までの改正は、軽自動車税のグリーン化特例について、重課税を平成３１年度に限

ったものとし、平成２９年度分の軽課税を削除する改正でございます。 

 ３行目の附則第２２条第３項中の改正は、東日本大震災に係る固定資産税の特例の文言

の整備でございます。 

 ９行目の第３６条の２中から下から４行目の第３６条の４第１項中までの改正は、町民

税申告記載事項の簡素化及び単身児童扶養者の扶養親族申告書記載事項への追加並びに町

民税に係る不申告過料の文言の整備の改正で、平成３２年１月１日から施行されます。 

 下から３行目の附則第１５条の２から次ページの下から４行目の３項自家用３輪以上の

軽自動車の改正は、軽自動車税の環境性能割の非課税、賦課徴収の特例、税率を１パーセ

ント減とする臨時的な軽減を平成３１年１０月１日から平成３２年９月３０日までの間に

取得した軽自動車に適用する改正で、平成３１年１０月１日から施行されます。 

 下から３行目の附則第１６条中から２ページ後の２５行目の３項前項の規定の適用があ

る場合の改正は、軽自動車税のグリーン化特例について、重課税の規定を整備し、平成３

２年度分及び平成３３年度の軽課税で、平成３１年度で終了が平成３３年度までの２年延

期される改正で、平成３１年１０月１日から施行されます。 

 ２７行目の第２４条第１項第２号中の改正は、子どもの貧困に対応するため、事実婚状

態でないことを確認した上で支給される児童扶養手当の支給を受けており、前年合計所得

金額が１３５万円以下であるひとり親に対し、個人住民税を非課税とする改正で、平成３

３年１月１日から施行されます。 

 ２９行目の附則第１６条第１項中から次ページの１行目の附則第１６条の２第１項中の

改正は、軽自動車税のグリーン化特例について、平成３４年度分及び平成３５年度分の軽

課税を対象に電気自動車等に限った上で新設する改正で、平成３３年４月１日から施行さ

れます。 

 ５行目の第２条のうちの改正は、軽自動車税の文言等の改正でございます。 

 下から７行目の第１条のうちから次ページの下から４行目の附則第２条第４項中の改正

は、大法人に対する申告書の電子情報処理組織による提出義務の創設に伴う申告書等の提

出方法の柔軟化及び電気通信回線の故障、災害その他の理由により電子情報処理組織を使

用することが困難であると認められる場合の措置についての規定でございます。 

 なお、本条例は公布の日から施行し、平成３１年４月１日から適用されますが、平成３

１年４月１日以外の施行日は、ただいま概要説明で申し上げた施行日になります。 

 以上で改正案の概要を説明させていただきました。 

 それでは、改正文の朗読により提案説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読

は省略させていただきます。 

（「説明省略」と呼ぶ者あり） 



- 15 - 
 

（「賛成」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） ただいま大住議員から説明を省略することの動議が提出されました。

この動議は賛成者がありますので成立しました。 

 説明を省略することの動議を採決します。 

 この動議のとおり、説明省略することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３３号本別町税条例等の一部改正について、説明を省略することの

動議は可決されました。 

 これより質疑を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第３３号本別町税条例等の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３３号本別町税条例等の一部改正については、原案のとおり可決さ

れました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第３４号 

○議長（高橋利勝） 日程第７ 議案第３４号本別町国民健康保険税条例の一部改正につ

いてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 議案第３４号本別町国民健康保険税条例の一部改正について、

提案内容の説明をさせていただきます。 

 この度の改正は、地方税法の改正を受けて行なうもので、初めにその内容につきまして

御説明させていただきます。 

 １点目は、国民健康保険税限度額を３万円引き上げる改正です。 

 高齢化により医療給付費等が増加する一方、被保険者の所得が伸びない状況の中、例え
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ば、保険税負担の上限を引き上げずに保険料収入を確保するとした場合、高所得者の負担

と比較し、中間所得層の負担がより重くなることとなります。一方、賦課限度額を引き上

げることとすれば、高所得層により多くの負担を求めることとなる反面、中間所得層に配

慮した保険税の設定が可能となります。 

 これらのことを考慮し、今回の改正では３万円引き上げを行なうこととし、基礎課税限

度額を５８万円から６１万円の改正となっております。 

 ２点目として、低所得者層の軽減判定所得の改正も行なわれます。国民健康保険税は、

均等割額及び平等割額からなる応益割と、所得割からなる応能割の合計額によって賦課さ

れております。保険税負担能力が特に不足している被保険者を救済するため、世帯の所得

が一定額以下の場合には、応益割の部分について７割、５割、２割を軽減しております。 

 今回の改正では、５割軽減の軽減判定所得の算定において、被保険者の数に乗ずるべき

金額を２７万５,０００円から２８万円に、２割軽減では５０万円から５１万円に引き上げ

ることにより軽減判定所得の幅を広げ、軽減対象世帯の拡大を図るものです。 

 それでは、改正条文の朗読を持って提案にかえさせていただきます。 

 なお、括弧書きの朗読は省略させていただきます。 

 本別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

 本別町国民健康保険税条例（昭和３４年条例第６号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第２項ただし書き中「５８０,０００円」を「６１０,０００円」に改める。 

 第２１条第１項中「５８０,０００円」を「６１０,０００円」に改め、同項２号中「２

７５,０００円」を「２８０,０００円」に改め、同項第３号中「５００,０００円」を「５

１０,０００円」に改める。 

 附則。 

 施行期日。 

 第１項、この条例は、公布の日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

 適用区分。 

 第２項、この条例による改正後の本別町国民健康保険税条例の規定は、平成３１年度以

後の年度分の国民健康保険税について適用し、平成３０年度分までの国民健康保険税につ

いては、なお従前の例による。 

 以上で議案第３４号本別町国民健康保険税条例の一部改正についての提案説明とさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 第２条は最高税額の３万円のアップ、２１条は軽減するときの基

準になる金額というふうに理解をしたところです。それぞれ一番近い実績、前年実績とい

うことになるのでしょうか。本町の実績において、影響額等について試算があれば伺いた

い、人数も含めて伺いたいと思います。 
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○議長（高橋利勝） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重） 阿保議員にお答えいたします。最初、限度額ですけれども、数

字的には平成３１年３月３１日現在の３０年度の金額で比較しております。現行の限度額

超過人数が１５９名、改正後が１４６名。限度額までいかなくなった数が１３名です。金

額的には、４６０万３,０００円の増額になります。 

 次に軽減の関係なのですけども、軽減でいったら５割になるところが、世帯数が３世帯

で、人数的には４名、金額的には１２万７,０００円の減額になり、２割については、逆に

２割から５割のほうに行くところがあるので、逆にマイナスになりまして、マイナス２世

帯で人数も２名減になりまして、影響的には逆にここの部分の２万７,０００円高くなりま

して、全体的な影響額では１０万円の減額となります。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第３４号本別町国民健康保険税条例の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３４号本別町国民健康保険税条例の一部改正については、原案のと

おり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（高橋利勝） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成３１年第２回本別町議会臨時会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

閉会宣告（午前１０時５８分） 
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